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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAMMARY

　　　This　is　the　last　instalment　of　a　series　by　the　same　author　on　the　sound

structure　of　American　Englislt　and　deals　with　supra－segmental　phonomes　distributed

over　the　utterance　which　the　author　calls‘utterancemes’as　against　those　superim－

posed　on　the　syllable　sequence　demarcated　wlth　the　med2al　juncture　1十／whlch

he　names‘prosodemes’．　The　field　of　utterance　is　delimited　by　the　presence　of　the

term．ina］　juncture／＃／and　here　he　has　found　three　kinds　of　utteranceme：the　first

is‘Emphaseme’（Strong　1”／and　Week／／），　the　second　the‘Rhythmeme’（lso－

chronous　f　l／and　Non－isochr◎nous：Long／一／and　Short／…／）and　the　third　the

‘lntoneme’（1－ligh！””／，　Midノー／，　and　Low　f．，一！）．　Though　independent　of　one　another．

the　three　utterancemes　are　close正y　interwoven　into　a　highly　organized　mechanism

of　the　1anguage．

　はじめに　　所謂米國英語の典型的なものS一つと考えられる申西部方言に就て．その昔整構

造の考察を績けて来た本稿も，回を重ねて，と1　Lに第3部を護表することになつた．とれを以て

一鷹絡稿とする・こLに取扱うのは，〈utterance＞の「場」に於ける諸現象の音領學的解繹であ

つて，最も難かしい問題であるが，これを解決しなけれぱ書龍の窯占晴を欠く始末になる．何とな

れぱ，〈utterance＞とそparole賢現の世界であつて，吾人の言語活動1）最も直接的なものであ

るからである．それだけに複雑であり，普通の嚢音に閲する書物では充分に鰯れてV・なV・ものも

多V・．筆者はこの顯に思を致し，何か組織立つたschemeが樹立出來ないものか，と努力して

みたが，その成果の程は甚だ畳束なV・．この種の問題に§自心を持ちだしてから，かなりの時闇が

経つが，凡そ墨問の道は遠く且つ険しいものであり，未熟な筆者は，衰を言えばp手を皐げた恰好

なのである・然し，至らぬながらも，兎に角絡稿にまで漕ぎつけ得たのは，周固の理解と激働に
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支えられたからであり，その顯しみじみありがたく思う．叉貴重な紙面を，とのような自ら恒梶

たる小論に與えて下さつた事に封しても，感謝の念を禁じ得ない・更には，凋善的な所論に封し

て，鏡V・批到や啓聚を寄ぜられた方々にも御禮を申し上げておきたい．随分と背筋が塞い思V・も

したととであつた．撚も猫，incorrigiblyに筆者は‘Eppur　si　muove！’と叫ぶのである．種

fyの歓顯もあるが，　itうしたやり方にも一つのraison　d’6treのあることを確信するが故である．

第2部の胃頭に述べた気持は今も鍵つていない・

　　　（B）Utterancelγne

　ぱ）問題　　第1部と第2部を前篇とし，との第3部を後篇とする．これはそれだけの理由があ

るからである．勘ち，先づ第1部では〈segmental　phoneme＞を調べ，第2部に於てはそのcombi－

llati◎nたるsyllableの梼造及びsyl玉ab　Ieの最大連続体であり且つpauseの最小阜位である

seqnence（word）に宴現する「長さ，高さ，強さ」を〈prosodeme＞として研究したのであつ

た．との〈phoneme＞と〈pyosodeme＞は「相函的」な§簿係にあり，且つ「意味口に圏吟しては，

函者とも　arbitraryな形式である．（所謂〈neutralization＞の類は純’梓な意味での〈phone－

mics＞からは除外してよい．）　從つて第1音Gと第2部はlayerこそ異れ共通な基盤がある．　さて，

この第3部はその「場」を〈utterance＞に求めている．　然らば，それは箪にsequenceの援大

であるかといえぱ，決してそうではない．創ちこの「場」では「意味」との交渉が不可避的に問題

になるのである．例えば知らぬ外國語で話しかけられても，相手が何か訊ねているのか，陳述し

ているのか，語調で察しがつく．　この護言者のmental　attitudeは「意味」の世堺に扇する．

これは第2部で槻た，例えばbelow／bi16w／とbillow／bfめwノが「意味」に聞係してV・るのと，

蚕く事情が異るぐとは明らかであろう．　後者は1angueの個別的要素であり，客観約素材にす

ぎなV・．師ち音聾形態はそれ自依に於て成立し得る．言語である以上，「意味」がイ4三はぬ「形式」

はあり得ないことは今更言う必要はない．問題は「形式」の記遠が「意味」をinvolveしなレ・

で成立するか否かということなのである，ところで，＜utterance＞に現はれる「高さ，長さ，強

さ」が多分に合目的的であることを認めざるを得ないとすれぱ，果して「意味」を極力排除して

客概的な形式としての晋聾の記述を行はんとする〈phonemiCS＞に於て，これ等の現象を取り扱

うことが可能であろうか？　有坂博士などはこれに対して否定的である（「音韻論」，pp．ユ28－

131）．斯くて，第3部はその最初から根本的なaporiaに突き営る．そして其の他にも諸々の困

難な問題がある．そとで具綜的な操作を始める前に，根本となるべき塞柄を色々と考えてみたい
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と思うのである．

a）U廿er舗ceの「場」先づ〈utterance＞（褒話）とは一依如1磁るものであるか？Bloch

は　“Asingle　act　of　speech”（“A　Set　of　Postulates”，　Lg　24・　7）とV・うがとれ↓ま極めて暖

昧である．Friesは“a　unit　of　speech　that　occurs　between　final　patises　or　a　change

in　Sl）e’al〈ex’s”　（Wan　

ace，　A　Qsea・nまZ’tcu戎’oe　A・nalysis　oアC－C9　y．sSers 　カτ　P．　E．，　P．16。　至n． 3），

Harrisは‘‘An　utterance　is　any　stretch　of　talk，　by　one　person，　before　and　after

which　there　is　si］．ence　on　the　part　of　the　person’と述べ特にseritenceと同じでなレ・と

断つている　（Meがτods　in　Stres．ctgsγCi．l　LZ労9ぴ《s髭cs，　P．工4）．　　Pike　は　“A　grammatically

unified　linguiStic　statemellt　preceded　and　fo1｝owed　by　pause”と言つているが充：分な定

義でなv、と附’言している（Phongm7Jcs，　P．253）．　Hockettも同様な趣旨の事を“A　system　of

descriptive　phonology”．　Lg　18．3）で述べている．以．ヒのことからプ大佑わかることは，pauss

が前後に現賓に現はれるSpeech　s◎undの全体を〈utterance＞と呼ぶことである．　これは所謂

sentenceとは蚕く別な立場からの分類で，・一致する場合もあれぱ然らざる場合もある．相當に

長V・場合もあれば，非常に短Vofggirもある．〈syllable　sequence＞（free－form，　word）はオ山象さ

れた「場」であつたが，これは現實の「場」である．前者はpauseの最小の「場」であ1），後

者は最大の「場」である．

　ところで，この〈utterance＞の「場」の内容は，例えばJonesが示したbreath　groupや

sense　group（Ozstl’ine，§§1002－6）などと，如何なる卵係になるのであろうか？　前後に

pauseが現はれる最大の「場」とレ・うことも何か列然としないようである．吾人のspeech　stream

はphys｛callyにもmentallyにも無限であり得ないのであるから，その蓮績体のどこかに

breakが生ずる．これがpauseであろうが，〈sy正1abie　sequence＞以上の流れで，どのpause

を以て最大とするかは，考えてみればかなり厄介な問題である・上蓮のJonesの二つの遮別に

しろ，必すしも生理的でなく，叉爾者もその限界に於ては一致もするのである．　参考までに，

speech　streamの切断D代表的なものを塞げてみると，　Jonesと同じ系統では，　Heffnerが

breath　group　と　speech　measure　（Sprechtakt，　groupe　d’6nonciation，　phrase，　sense

group）（Gccneeral　Pんoηetics，　pp．173－4），　Ripmanが〔1〕（“），臼｛〕（；），〔1－｛〕（．）

（The　Sounds　of　E・nglish，　p．128）を皐げている．　Intonationを中心に考えたものには，

Armstron9－Warclのintonation　group（flandbooJe，　P．18），　Palmerのtone　group

（English　lntonation、　p。7）等がある．　Saussureのphraseの限定もこれによつてV・るし，

Hjelmslevのphraseも同様である（Togeby，　TCLC　6．29参照）．　Rhythmの立場からは，
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Pikeがtentative及びfina1のこ二種のpauseて園まれるrhythm　unit（simple及びcom－

P正ex）を示し（1¢tonation，　p．　34ff），叉Grammontの616ment　rhythmique（T7α磁，　P・137ff）

等がある．　少し愛つてV・るものにはTrager－Smithのphonemic　word，　phrase，　clauseが

ある．これにはmorphemic　connotation力芸なV・ととを特に断つてあつて，　speech　soundsの

sequenceにprimary　stress，　intonation，　terminal　junctureが累力∬的に現はれることによ

つて3者の．段階的厩分が行はれてレ・る（／－loz　Oastline　of　Engl2sh　StresctUTe，　PP．49－50）・

　以上種々の分類を皐げてみたのであるが，多少の喰違はあつても，本質的にはそれ程異つたも

のでなV・．要するに，話音の蓮績には或る種の限度がphysicaUyにもrnenta11yにも存在し．

それが客概的藩蔑形式としてはpauseになつて具現すること，及びそれがrhythm乃至into－－

nationの箪位をつくることである．話線の流れは，元來one　dimensミona1なものであるから，

多分に，supra－segmenta1な要索はsimultaneous　componentsとしてoverlapするわけで

あり，色々な分類や麗別も同一阜位内に於ける捨象と抽象の操作にかLるものである．　必ずし

もsuccessive（糠起的）なものでない．　そこで，この場合のpauseは，　rhythm及びillto－・

nationの蓮績を改愛する契機を持つ，現実の際立ったspeech　streamのbreal〈　ic求めたなら

ばよいと思うのである・　とV、うことは，前蓮のPikeの所謂tentative　pauseやJonesの

sense　groupに於ける休止を含まないとV・うことである．　換言すれぱ，前者のfinal　pause，

後者のbreath　groupに於ける休止を指すわけである．何故ならば前牙に於ける休止はその存

在非存在がoptio1ユa1なものであり，叉刊keがわざわざ厄別する爲に説明した，例えばslurring

によるsubStitutionality（op・cit・，　P．31）は，この場合そのまXそれをpauseの圏外に澄く

根糠となるからである．　rhythmから言えぱ，そのfootが畿つあるかに不拘beatのuni－

formityを保つunitであり，　intonationから言えぱ，そのpattemを保つ統一体である（後

蓮参照）．　從つてこのpauseに園まれる　speech　streamの全体を〈utterance＞の「場」と

することは，極めて姿當であると考える．このpauseのくphoneme＞を〈terminai　juncture＞

と呼び記號／＃ノを以て表示する．（第2部で音節梼造型に關してBlochの所謂juncture

なるものを否定したが，こNで謂う　くjuncture＞とはpause　ph頭emeのことで全く別

のものである．　誤解と混飢が生じてはいけないので申し添える．）　この／＃／に封して

〈syllable　sequence＞に現はれる　pause　を　〈eXternal　juncture＞とし　／÷ノの音素記號

を當てる．（第2部ではspaceを以て示すど言つたが，これを改める．）これに閲連して，

syllableの箪位に現はれるpause（これは現宴の休止ではないが，褒青矯正の場合などには

具現し得るp◎tential　pauseである）をくinternal　juncture＞と名づけて／・／を以て示す．
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この〈junct垣al　phoneme＞を以てする表記例を示せぱ次の如くである．　He　is　quite　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

stranger．／＃hfy十〇lz十kwdyt十A・s重：r6yn　e　j△r＃／となる．（不定冠詞aはこの場合

procliticで稜音上猫立しなv・ものと考える．）

　この〈碇terance＞の「場」に現はれるsupra－seg．　mentalな「強さ，長さ，高さ」を，〈syllable

sequence＞の「場」（／十／）に現はれる同種のものを〈prosodeme＞と命名したことに麹’し，

＜utteranceme＞と名づける，かくて筆者のphonemical　schemeを第2部で示したものに改訂

を加えて表示すれぱ吹の如くになる．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　㎞皿1嚢欝鷲竃欝；灘竃∪、

・・一・S・gm・n・・1｛霊2闘、㌫職。，。n。。，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Svllable　Sequence（Prosodeme）

　　　　　　　　、．，，a－。egm。．，。，｛耀鷹鶯me）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LTtterance　Sequence（Utteranceme）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Length（Rhythmeme）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P2tch　（Into】3eme）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Force（Emphaseme）

　借，斯くの如く＜junctUral　phoneme＞によつて「場」の規定がなされて，同じ「高低強弱長

短」を別々に粗察するわけであるが，こLに是非とも明らかにしておかねばならないのは，この

確別は理論上の操作であつて，現實の封象は・…つなのであるから，幾つもの映像が，相互に作用

しながら，或る具体的な話音に一一つになつて結ぶことである．例えば‘‘Airp呈ane！”の場合には

幾つもの1ayerやplaneの異つた要素が同時に表現されてV・る．然し吾人は惑はされてはな

らない．凡そ「場」とは或る歌態が或る條件に函数的闘係に立つて働くことの謂である．　從つ

て「場」によつて條件を決めなけれぱ現象は正確に把握出來なくなる．　Nobe1は〔noub61）で

あるが，Nobel　Prizeの時は〔n6ubel〕となる．然しこれはNobelに二つの褒音があるのでは

決してないことを認識しなけれぱならない．（後遠p．17参照）b

　伺Copenhagen派のGlossematicsで〈expression＞（音聲面）を取扱うCenematicsの

schemaは次の如くで、あつて，前掲の筆者のschemeと封比すると類似した顯があつて，興味深

V、（Hjelmslev，‘‘The　Syllable　as　a　Structural　Uniピ’，　Procee4ings　of　the　TJzird　inter－

o｝atlonal　Congγess　o∫Phonetic　Scie万ces，　P．272）．

　　　　・・n・…u…（・・…・）｛鑑曇。漂㌫。。t）

　　　　・・p・…・（・・…d・m・）｛畏瀦。篭認，、。n）
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tt

　くaccent＞はHjelmslevによればくceneme＞（segmental　phoneme）のchain（sequence）を

syllableに纏めるもので，筆者と稽考え方が異るが，　Kulylowiczなどは‘‘Le　ton　et　1’accent

sont　des　qualit6s　prosodiques　du　mot…，　pas　de　la　syllabe，　bien　qu’elles　solent

r6alis6es　dans　la　syllabe”．（TCLC，6．47）と言つているから，そして必ずしもpitchのみを

指すものではなV・から，筆者の所謂〈prosodeme＞に相當すると思う．吹の〈modulation＞は

大体intonationと同意であつて，これは筆者の所謂くutteranceme＞の一つに相當すると考え

てよい．ところで，この〈modulation＞は彼等は〈content＞（meaning）と不可離的に親てV・

る。従つて吹にこの難問題を考えてみたV・．

　b）彩式と慧味　言語に於ける「形式」（音聾）と「意味」の問題は，“言語と共に古v・”も

ので，未だに解決はついていないようである．その雨極端に於ける物理的波動と心的活動は共に

それ自体では「言語」でないところに問題がある．從つて爾者の交錯する中間に於て，前者によ

1）近いもの（例えばPhonetics）と後者により近v・もの（例えばSemantics）というように種

々の立場が生れる．本稿に於て賢践しているstructural　linguist元csの一つのbranchとして

のPhonemicsは，建前としては「意味」の世界を可能な限界までexcludeし形式としての「言

語昔」（音整そのものでないことに注意）の有機的構造を明らかにせんとする試みである．然も

その内部ですらmentalismとかmechanismとかの分派があり，叉その各々の論香も全く同じ

1evelに立つものではなv・．　Hjelmslevに率v・られるGlossematicsはこの言語の宿命的な

二元論を〈commutation＞とV・うような操作を通じて雨者の相關性を認め，：全体としての形式

的統一を成就せんとする企てX“あるが，未解決の問題が多い．斯くて，Prague派のPhono－

logy，　Copenhagen派のCenematics及び〈distribution＞一邊倒に近い米國派のPhonemics・

は共に同じ仕事をしながら「意味」との闘係に於て夫々のnuanceを有していることは興味を惹

く．

　さて，〈utterance　sequence＞に方冬ける「高さ，強さ，長さ」は，「意味」との闘係に於て，

＜syllable　sequence＞の場合と本質的に異ることは前にも蓮べた．そこで考えられることは，之

等は「音聾形式」ではなくて「意味形式」，即ち〈phoneme＞でなくて〈morpheme＞ではなV・

かということである．例えばintonationに關してはつきりくmOrpheme＞であると打出して

V・る論述がある（Harris，“Simu］taneous　Components　in　Phonology，”Lg　20．181－－205；

Wells，“The　Pitch　Phonemes　of　English，　Lg　2ユ．27－37）．　Pikeは〈morphem1c

phoneme＞乃至くmorpho－phoneme＞とすることをsuggestしている（op．　cite，　p口77）．

との考え方をする人は相當多V・のであつて，Copenhagen派でもTogeby（Striectitre　if7z－－
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勿αカ2舵491a　la7zgme　francsaise，　TCLC　VI），　Diderichsen（“Morpheme　Categories　in

Mod．　Danish”，　TCLC　5．　143），　Schubiger（“Eng】ish　intonation　and　syntax，”｝）rocee4一

初8s　of　tlze　Secoηd　L　C．　R　S．，　pp．　87－92）等も撚りである．（Hjelmslevはこれを〈modu－

lation＞として〈expression＞のplaneに置いてV・るが，これは〈content＞との關係を別に

考えんとするからである．）このようなくmorpheme＞槻に圏’して，服部博士は，　intonationは

人類共通の心理的基盤があるのであつて，日本語の疑問詞「か」と疑問調のrising　intonation

と一緒にすることはおかしい。　叉intonationを丈全体のmorphemeとするならば極めて複

雑で煩讃なものになると反封し，de　Saussureの1angueとparo1eの二つの1evelに封し，

①＜utterance＞（生まの話音全休），②〈sentence＞（①からの第1次抽象段階で，主として多少

ともfixされたintonation　patternやemphasisを問題にする），③〈form＞（②からのaj　2・

次抽象段階で，phoneme，　stress，　toneme，　pitch－accent等を取扱う）の三つのlevelを用い

ることを唱えている（‘cメンクリズムかメJb　：ズムか”，「言語研究」19／20．11）。　この意見に封

しては，早速Lees－Mooreの“ln　Reply　to　Prof．　Hattori”とV・う駁文が「英語青年」99巻

10號に寄せられた．　臼く，現在の〈morpheme＞親はB王oomfieldやNldaの“a　minimaI

meaningtUl　unit　of　phonemico－linguistic　form”自勺なものでなものでなV、こと，上昇調が疑

問に用v・られることは夫々別のplane部ち〈expression＞と〈content＞の問題である、　into－

nationがmorphemeとして考えられるとする場合，それがsegmentalでなくsequentia1

であつても本質的相違はなV・．叉上昇調が疑問の場合もあるが，同じ型は物を数える場合にも現

はれるし，‘uh　huh’（上昇調）は‘yes’（下降調）と同意味である．三段階説は，抽象の段階は　　　・

畿らでも設定することが可能であるから，特に意義を認め難V・し，そうしたlevelの設定とmor－

phemeの解響とは關係がなV・云云．甲論乙駁であつて興味深V・．これに就ては叉後で鰯れる．

最後に〈phoneme＞とか〈morpheme＞とかで騒ぎ立てる問題でなV・とレ・う立場もある．元來

〈phoneme＞はsegmenta1なものに限るのではなV・かとV・う詮で，　Haugenの“Phoneme　or

Prosodeme　？”（Lg　25．278－282）などは確かに項門の一針である．これに閲連して思、V・つくの

は最近脚光を浴びているmetallnguisticsである．最初これを唱えたのはTragerではないか

と思うが，彼のThe　Fleld　of．Lingieis戎ics（S．1。　L　Occasional　Papers，1949）によれぱ，言

語學全部を総稽してmacrolinguisticsとし，その匿分を①prelinguistics（生理的，物理的，

心理的な研究で②への準備段階），②microlinguistics（言語學properともいうべきものでpho－

netics，　phonemics，　grammer，　morphemics，　morphophonemics等），③metalinguistics

（言語畢proper以後の問題を取扱うもので，　socio呈jngUisticsともexo（extra）linguisticsと
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　　　　も構せられる．工inguistic　formとmeaningとの闘係，例えばsty夏e，　speakerのattitudeな

　　　　どの研究）としてV・る．自然科學的なlingu2sticsの足らない面を補うのが，とのmeta工inguis－

　　　　ticsであるとすれば，＜utterance＞の「場」の諸現象はそれに扇するのであつて，＜phonemics＞

　　　　や〈morphemics＞を超えたものであるかもしれなV・．　事實metalinguisticsではこの事を問

　　　　題にしているのである．

　　　　　以上のことを含みつS問題を整理して考えてみると，①intonation其他の〈utterance＞の

　　　　「場」の現象は，〈phonemics＞で取扱う仕事の将外であるかどうか？　これは「意味」と不可分

　　　　の關係にあるかどうかという問題である．この場合，「意味」と「音聲」との闘係は，boil　down

　　　　してみれぱ，〈segmental　phoneme＞rc於ける場合と本質的に異るかどうかということになると思

　　　　う．　bel1とbul1に於て／e／と／u1の相違が「鈴」と「牛」の相違である筈はない．　全く

　　　　a「b元t・a「y，である・aれ幽して・例えば「上昇縦下降調と「鯛と1凍蓮」との蹴駝う

　　　　であろうか？　これは全くarbitraryとは言えなV・ことは言忍めなくてはなるまい．然しこれは

　　　　絶封的ではなV・．　即ち「上昇調」が「列禦」にもなるし又「陳述」にもなる．　逆に「下降調」

　　　　が「疑問」にもなる．この事蜜に限を閉じることは許されないであろう．（前者の｛列：‘one，　tWO，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　three’，‘uh　huh’；後者の例：‘Who　did　it　？，‘ls　this　a　pen　？’〔最後の例を下降調で一Pt一う場合が

　　　　この方言で極めて普通であることは，私自身滞米中経験している．因みにFries主宰のM三chigan

　　　　大皐Eng1ish　Language　Instituteの褒音教科書では下降調を基本型としている．〕）　これはほ

　　　　んの一例であるが，「上昇調」と「疑問」とV・う闘係はpartiaHyにcrossしているが，羅封的

彰　　　なものでないことがわかる．叉「勘定，列皐」の場合，日本語と英語ではintonationは同じで

　　　　あろうか？　否である．同じ日本語でも方言によつてかなり異つたものがあり，爲に誤解を生す

　　　　ることも稀ではない．英語にしても英，米では必ずしも同じではない．斯く槻てくると，普遍性

　　　　ばかりで律することが不可能であることは明らかである．　この場合寺川博士が，「語調」に饗し

　　　　て「話調」を麗別していることは，示唆的である（言語阜入門，PP．424－－6）．「話調」とはspeech

　　　　communityに固有の型で，自然褒聾的な“表情言語”としての「語調」と麗別される．従つて

　　　　筆者は「驚樗」の際の高レ・pitchなどは，　intonationからexc工udeするのである．（これは

　　　　〈morpheme＞でもあり得なV・と思う．）このように整理してくると，「意瞬dと直接闘係なく音

　　　　聲面に於けるrecurring　partialsを組織的に記述する〈phonemics＞に於て，　intonation（及

　　　　び其他）は充分研究の墾豫になり得るとV・う結論に達する．幾度も繰返すが，「意味」の存在を

　　　　否定するのではない．「意味」を豫想しなV・言語研究はsheer　nonsense’である．たY’S「意味」

　　　　を「音灘形式」の記述に介入させなV、だけである．元ntonationに「意味」を封懸させることの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56



困難さは，それを行つて必すしも成功しなかつたPike自身がlntonation，　P．21で迅べている．

（Pikeの「意味」づけに就ては」φrgensenは“雑駁”と評し，　Wellsは“chaosに近い”とい

つている．）Wellsもany　phraseはany　contourを取り得ることを述べ，あるgrammatical

form（s）に共通する型をnormativeに老えることに反茎］’してV・る．そして〈phonemics＞は，

實際の音のsi　gnificantな要素を記述するもので，1exic－ailyに叉syntacticallyに異つていて

も同音ならば同様に扱うべきであると言レ・，“？honemics　takes　the　point　of　view　of　the

hearer”と述べてV・るのは卓見である（“Rev　iew　：Pike，s　Intonation”，　Lg　23．271）．　Bloom－－

fie正dの吹の言葉はこsで再び味はうべきであろう．“We　have　defined　the　meaning　of

aiinguist1c　form　as　the　situation　in　which　the　speaker　utters　it　and　the　response

it　calls　forth　in　the　hearer．”（Laszgzeage，　P．139）②果してこれらの現象がくphoneme＞

として定立出來るかとV・う根本的な設問は・既に第2部に於て〈prosodeme＞を立てた場合に一・

懸割り切つたつもりである．9Pち阜にdistinctiveとV・うような陵昧なものでなく，〈segmental

phoneme＞定立の場合と全く同檬なcriterion（第1部参照）に合致すれば，成立すると考える

のである．勿論layerは異るのであり全く同じでなレ・としても，阜元的なものが設定されるなら

ば，そのcombinationのpattemが得られ，音聲購造の体系的記述が可能になるからである．　　　　　　’

　　　（助種　類

　a）FOi℃e（EmphaSeme）〈utterance　sequence＞rC現はれる「強さjの〈ph・neme＞

を，〈emphaseme＞（emphasis　phoneme）と名づける．　　これはくsyllable　sequence＞に現は

れる「強さ」である〈taseme＞（stress　phoneme）に封懸するものである．漸’謂word　stress

に封するsentence　stress’である（Palmerはsyllable　stress及びword　stressと呼んだ方

がよv・ともいう　〔AGramfner　of　SPoke？i　E7・zglislz，　p．6二。）これに2種を認め，　Strong／”／と

Weak力とする．‘‘one　word　sentence”とv・つた場合には〈taseme＞と〈emphaseme＞は

現象的にはダブつて現はれる．例えば“Hurry！”では／＃hKr。i＃／となる．

　以上の叙述は結論的なものであるが，内容的にはかなり複雑なものである．今se1｝tence　stress

とレ・う9言葉を使用したが，emphasisとV・えぱ普通には特殊な概念であろう．即’ちemphaslsなる

ものは，通例異つた二つの強勢の総稽として用V・られる．Colemanはこれを（a）prominence

と（b）intensityにわけた（i2tonatiOn　an4　EmPhasis，　Miscellanea　Phonetica　I，§§6・一一10「），

Armstrong－Wordは（a）をspecial　prominence（b）をintensityと呼ぶ（”a’ndboole，

PP．43－4）．　Jonesは（a）をemphasis　lfor　contrast（b）をemphasis　tor　intensityと

言う（Otstline，§1146）．　Heffnerは（a）をemPhasis　of　prominence（b）をemPhasis　of
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intensity　と名づける　（General　P膓zonstlcs，　p．224）．　Newmanはexpressive（rhetoric）

accentと呼んでstress　accentと’匹別し（a）contrastive（b）quantitativeの二つを示してい

る（“On　the　Stress　System　of　English，”働z42．171－187）．　Jakobsonは（a）1’emphase

contrastive（b）1’emphase　6motiveとしてV・るそうである（TCLC　6．41）．　具体的に例示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すれぱ（a）は“lt’s　not　blaclz．　but　zvlzite．”〃＃Ofts＋ndt＋b姪k＋b、（t＋hwayt＃／，（b）は

“｝t’salong　way∴／＃Oits÷A・169十w6y＃／の如きものである。　これに封し普通sentence

stressと呼ばれ．るものは，特に「強調」することがない場合に於て，　noun，　verb，　adjective

及びadverbの或る腫のものが強くな｝」，　pronoun，　auxiliary　verb，　conjunction，　pre－

positionが弱くなり所謂weak　formが現はれるとか，　verb十adverbに於てadverbに強勢

がかNる（例えばget　6ff）とか，　sentenceの絡りが強いとかV、う，むしろ機械的な一殻原貝1］

をさすようである。　emphasisはむしろこの原則に封する1列外であつて，如何なるwordをも

強めることが出來るのであり，叉sentence　stressの場合はlexical　stressを普遜そのまN際

’立てるにすぎなV・が，emphasisはこれを褒えることがある（Passyは佛語に於てこのことが著

しいことを蓮べている〔Pe’tite　　Plzθηeti〈］lvv〈≧　Cθ？？zPaγee，　P．　32〕が，英語に於ても勿詮あり得る

わけである．例えば“W’e6xport　it，　not　Import　it．”）

　｛然しそういう他の條件を考えるのではなく，叉「意味」を直接に翻與させるのでないとすれば，

emphasisとsentence　stressとは客槻的に麗別する方法はなVb．　た忘わかるのは／＝／に掻

まれた「場」で或る部分にforceが陰大してV・ることだけである．　week　formとかstron．q

formとかもくmorphemics＞を授用しなけれぱ厄別出來なV・のであつて，例えば〈vowe1＞とし

てSX　schwa　1△／が多いことだけが記録されるに過ぎなv、．從つて筆者は／＃／に園まれる〈utter－

ance＞の中で，際立つか際立たなV・かを記録すれぱよV・と考え，これをStrongノ”／とWeak！／

にしたのである．Sweetはsentence　stressとして③emphatic，②contrasting，③intensive，

④moclifying，⑤grouping，⑥distributedとしているが　（Primer（ヅSPohe72　Engiish，

pp．28－9），これを〈emphaseme＞とするだけの話なのである、

　｛然らば，何故2涯にしたのか，とV・う當｛然の疑問が生ずると思う．　∫espersenがハわ花s　on

Metreで示したように，叉RlpmanがTlze　Sozends　of　SPo｝ien　E7iglishで示したように，4

種位を認めた方がよV・のではなV・かとも考えられる。｛然し「強さ」に圏すZ”吾人のperception

は害1に貧弱なもので，speech　streamの中で4つを匿別することは容易でなV・．それでは3種を

〈taseme＞の場合と同様認められないかと言はれると，それは不可能ではないと思う．然し問題

は餐は可能か不可能か，存在するか存在しないかというととでなくて，そうする享がrelevantで
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あるか否か，即ち梼造依系の中でCO泣rastiveでありsignificantであるか否かとレ・うことな

のである．〈taseme＞に3種を認めたのは，3者が夫々のfunctionをくsyllable　sequence＞の

申で有して居り，それ以上でもそれ以下でもsystemを破壊するとV・う必然性によつたのであつ

た．＜emphaseme＞の場合，その果すfunctionはrhythmのbeatなのである．或はintonation

のnucleusなのである．從つて「強さ」の色々な程度はcontrastをなす二つのくemphaseme＞

部ち／”／とノ／のallophoneとして整理されてしまうのである．

　次に，多くの星者が指摘しているように，emphasis（殊にcontrastの場合）の“際立ち’：は，

實はprominenceであり，むしろintonati皿の問題ではなV・か，叉intensityの場合は前出

の例を用V・れば〔13：3〕であつて〔15D〕でないのではないか（Pikeはこんな場合phonemic　　・

quantityを認めてV・る〔op．　cit．，　P．97〕）ことに就ても考えてみなけれぱならなV・．然しこの

事は既に第2部でくtaseme＞を設定した時に論じた問題である．如何にArmstrong－Wardが

（そして我力！意を得たりと引用する　Pikeが），ζ6For　practical　purposes，　however，　the

students　will　do　well　to　remember　that　if　the　intonation　is　right，　the　stress　does

not　greatly　matter，　for　the　result　is　English；whereas　the　stress　can　be　right　and

the　intonation　wrong，　and　the　result　is　not　English。”（op。　cit．，　p．3）と言はうとも，爾

者と混同してはならなv・．それはArmstro：ng－Ward自身がその直前に鰯れて居る通り，そし

てHeffnerが言つて居る通り（op．　cit．，　P．216）．　forceがむしろその原動力であり，　pitchの

高まりはその一つの現象とみることは充分可能なのである．“Studying　？”を上昇調で言う場合

／・iD＃／は〈weak　emphaseme＞／ノを受けるが，〈strong　emphaseme＞／”／を受ける／＃stKd・ノ

よりpitchは高v・のであるから，爾者は密接な闘係があることは否めないが別物であることを，

原理的には知るべきであるa「強くて，叉高V・」ことが多いと筆者は考える．この事は「長さ」と

の蹴系に於ても同様なことが言える筈である．部ち「獺くて，叉長い」のである．

　念の爲に，emphasisがくmorpheme＞であるとV・う論に封しても，一一言述べておきたい．　Wells

（“lmmediate　Constituentsノ’Lg　23．108），　Jakobson（‘‘Die　Bedeutung”，　TCLP　4．164－

5），I／jelmslev（10c．　cit．）の　〈morpheme＞設，　Nida（“The　Analysis　of　grammatical

constituents，”Lg　24．170）の〈supra－morpheme　component＞詮等がそれである．これに

封する筆者の答は（1）のb）で〈三ntonation　morpheme＞説に就て述べたと全く同じである．音

聲面からは「意味」を封懸させる必要もなV・し，叉實際不可能であるからである．

　・爾第2部で述べたのであるが，〔bldekb＆d〕の揚合〈syilable　sequence＞ではノ十b1£k・bλrd十／

（blackbird）であり，〈uutterance　sequence＞では／＃b騰k・bλrd＃／の場合もあり，／＃b1泣k
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十bKrd＃／（black　bird）の場合もあり得る．　biackbird　ths　compoundであることはくsyllable

sequence＞の「場」での〈strong　taseme＞／’／のunity－stress的functionによつて言い得るこ

とである。phraseとしてのblack　birdであるならば夫々／十blk，　k十／及び／－ybKrd十ノで別

のものであり，〈utterance＞の場で結合されるわけである．

　／＃／で固まれた〈utterance＞で／”／が幾つ現はれるかは，その時の事情によるから，断定の限

りではなV・が，一般的命題として槍『討に優することであろう．“They　arranged　the　furniture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　room．”は，／”／を除いて表示すると，次の如くであるである．　／］‡δ6y十A　e　r6ynjcl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　十6A・f、｛r・ni。cAr十〇｛n十6△・r6wm＃／である。　／”／は／7のあるくsyllable　sequence＞

であれぱ，どれにでも理論的には落ち得る．（procliticなthe／6A／は／6fy／として表記される

以外には落ちない．）然しその全部に落ちることは常態では考えられない．（それは次で述べる

rhythmが不自然になるからである．）普通に褒音すれぱ，最大限3，最少限1であろう．剖ち吹

のようなpossibilitiesがある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ

①／＃δ6y十A・r6ynjd十6A・fKr・ni・cAr十〇fn十δA　e　r己wm＃／一・－3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
②！＃Xt6y　十A・　rさynjd十δ△・fKr　・　ni・CAr十αn十δ△・r丘wm＃1－2
　　　　　　　　　　ぞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③／二δ6y＋A・r6ynjd＋δA・fKr　・　ni。　cAr＋Ofn＋δA・r｛iwm＃ノー2
1一へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

④／＃66y－YA　e　r6ynjd＋δtx・fKr・ni・cur＋Ofn＋δA・r丘wm＃ト1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤ノ＃δ6y＋A・f6ynjd＋δ△。fKr　g　ni・cur・αn＋δA・rWm＃トー1

　こNで亥の3つのことを知つておくことは有盆である．（その一）生理的にもどこかに／＃ノが

現はれねばならないが，その／＃／で聞まれる、〈utterance＞の中には必ず／”／が最少5Y．一一一つある

こと，（その二）特別な條件がなければ，英語ではfinal　heavy　stressがnuclearになるとと

（Newman，　op．　cit．，　p．176＞　（その三）colloquial　speechではtwo－beat　patternが断芹然

優勢であること（Close，　Pat’tems（）f　SPoke’n　Englislz。　pp．5－－3）．其等をこLに適用すると，

上記の中で②及び③が自然であるととになる．そして②よりも③が，1’9ズム」上，より自然である．

　b）Length（Rhythmeme）　　〈utterance　sequence＞に於ける「長さ」と言つても，

漠然としていて，何等の規定を加えることが出來なV・．そこで，筆者はこれを9ズムとV・うこと

から考えてみたいと思うのである．r　L］ズム」とは何か？ということになると，非常に困難な問

題になるが，吾人の歩行や脈拍や呼吸にもそれが存在していることが指摘される位であるから，生

活の一一つである言語に於てそれを無覗することは許されなV・．然しリズムは結局は吾人の側に於

ける知畳の問題になるらしく，例のWundtやKoffkaの査験はそれを示しているわけで，こ

れを組織的に究明するとなると容易なことではない．　先人の資料を求めても，充分痒いところ

へ手が届くように詮明してくれているものは少いように患．う．Grayなどは．“only　lndirectly
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of　linguistic　concern”（Feis？zdaSions（ヅZaeTgieage，　p．44）としている．　Prosodyの方か

　らの助けもあるが，叉SaintsburyのIlisto2’y　of　Englis／v　PTose　Rhythm如き螢作もあるが，

colloquialなものとの闇にはgapがある．そこで筆者は之等の業績を参照しつsも，一懸自分

な1）の操作を試みてみたV・と思、う．

　　先づ問題は，その哲皐的心理的探究をすることではなくて，リズムが成立する客観的條件即ち

formを明らかにすることである．　Grammontは，“Le　rhythm　est　1’impression　que　Yon

eprouve　d’une　r6gularit6　dans　le　retour　de　temps　marqu6s”（Traite，　p．137）と言つて

いるが・これ腰するに・一趨期に、於け誠る現象の・eg・1・・ity端つ躍がi」ズムの鳩に

なるとV・うことであろう．E．　Fogertyによれば（“Rhythm、”Pγooεε4初8Sげ沈¢Second　1．

C．P．　S．，　PP．92－－8），　リズムの成立の爲には　①measured　recurrenceに現はれる，　iso－

chronous　interva1である“time”，②temporal　spacingを可能ならしめる“force”，③force

　をapplicableにする“space”の三者が有機的に結合してpatternを生まなけれぱならなV・．

③に闘しては，彼女はpitchがspatial　elementであると附言してV・る．これは確かにリズム

　の根本的な要因を闇明にしたもので，現象面に於ては，少くとも英語としては，その何れをも歓い

　てはならないと思う．然し③と，②乃至③との間には，本質的な相違があるのではなかろうか？

　2ijち，①はtim2ngの問題であり，②及び③はregularityの「旙V・手」（agent）である、　後

者の方は各langueによつて特徴的に規定されるべきものであろう．例えば，日本語はSy11a－

　ble－timed　rhythm　であり，　英語はstress－timed　rhythmであると’言はれるように．　（爾者

　の相違は，鰺喩的に言’えぱ，1ccal　trainとexpress　train或はmachine　gunとcannonの如

　きものであるとされるt）借，英語に於けるbeatのagentがstressであること（本稿に於て

　は，それは〈emphaseme＞である）は諸家の一致した見解であるから，今更蛇足は加えなV・が，

　こsで問題とするのは，そのbeatを可能ならしめる①の要因である．何故ならば，’言語は本然

　的にspace　ot　timeに於ける璽存であるからである。　de　Saussureの畑眼は，“Le　signifiant，

　6tant　de　nature　auditive，　se　d6roule　dans　le　temps　seu1……　Cest　une　li　gne．”　と言＾Vへ，

　更に“℃e　principe　est　6v元dent，　lnais　il　semble　qu’on　ai撒　toujours　n6glig〈≦（］e　l’6noncer，

　sans　doute　parce　qu’on　la　trouv6　trop　simple・…・∴（（）oasrs，　P．103）と蓮べてV・る．そこ

　でリズムの根本的形式を「話統」のtimingに，即ち「時間的・長さ」に求めて，この問題を考え

　てみたいと思うのである．

　　第一・rc，リズムの要素であるregularityを成就させる爲には一定の規測的なtime，部ち箪位

　的な「長さ」を必要とする．これに闘蓮して考えられるのは〈mora＞（mores）〉である．（Bloom－
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fieldti．乙ar，29esage，　P．110；　Pike，　Ton2　Lg’ngpt．ages，　PP．58－9；TrubetzRoy，　PγZκo白）玄de

IPho？io／o9・ig，　P、207；∬艮音｛；s‘i）honeine，　Phone　and　and　Compound　Phone、”　「’言語研多E！，16．92

苓参照，〉　これはsy11a観eとその長さとの闘係に於て考えられるもので，例えば日本語に於て，

「叔母さんjCobasan〕と「お婆さん」〔obα：san〕は葺節藪は同じであるがくmora＞藪は後者が

多く，叉搬音「ん」や促菅「つ」は音節をヲ杉成しないが，夫々＜me．ora＞の阜位にはなるn　湯山

氏が「英語でaとstrengthが共に一音節とされて誰も怪しまないことは不思護である」と’冷

つていることは（「國語リズムの研究」，P．2），同氏と意味する∫卯ま契るが，筆者も考えてみる必

要があると，目、う．剖ちsyllable叉はその連綾と筏葺費港時闇とは男1］物であるということで，こ．

れを統合するものはリズムでなければならない．そこで，営臨の問題としては，そのSズムの形

成の爲には〈mora＞的な「等ll寺闇的阜位」というものを設定することが必要である。筆者はこ

のiSOChrOnOUSな阜位を言己號／｝ノを以て表示する．このパ／に箇まれたSOUnd　SeCiUenCe

にr　t　t・fによるbeatが一一・つ落ちて，一つの‘‘rhy坊m　foot”が域立することになる、　そしてこ

のfoot乃至feetの統一一一f＞Sがくutterance＞なのである．　Pikeはrhythm　unit（t頭tat麦ve

又はfinalのpauseによつて麗切られたsequence）を①simple，②compiex，③weak，

④curtailedの4種とする．（1眈toηat・iou，　PP．34－4C）。①tr－　ill’tOllationのprimary　con加ur

の一つあるもの，②はそれが二つ以上あるもの，③と④は一つのprimary　colltourがtentative

pauseで麗切られた場合nucleusのある部分は④であり，それがなV・部分は③であ○　この

Schemeと筆者のものを比べると，　Pikeはintonation至上主義であるから，萬享それから割

出してくるので強引なところがある．彼のcontourのnucleusとは結局筆者の〈emphaseme＞

なのであるから，それが一つしかなV・se（1Uenceはパ／で目まれたfootである．彼のtentative

pauseは偶護的なものであり（筆者はphonemicallyにはそれをexcludeすることは既遠の

通りである），rhythmのfootを分けるものでないと考える．（彼のtentative　pauseは次に違

べる／＿＿／のallophoneであるからである，）從つて彼の示しているThis　is　the　one，ノthe

teacher　said／／（thisにnucleusがあつてpitchが高く後は皆最低のpitchである）は，釜

者にとつては／＃｝This　is　the　one，　the　teacher　said｛＃／である．（但し事情によつて（a）

！＃This　is　the　one　l　the　teacher　said　l＃／叉は（b）ノ＃lThis　is　the　one｝＃｝the

teacher　said｛＃！となる場合もある．（a）は〈emphaseme＞が二っあるcomplex　rhythm

unitたるくutterance＞，（b）はthe　oneとthe　teacherとの間に際立つたpauseが來て前

後が別々のsimple　rhythm　unit　kるくutterance＞になる時である、）rhythm　footは一一つの

complex　1’hythm　Ull三tの中では，例えぱ／＃｛Once　upOn　a　ti　ll！e｛施eτe　Iived　a　kil嬉1
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wbo　was　very　rich！＃1と大体等時間隔に褒音されるが，．上にもみたようにone　footがone

simp！e　unitであることも稀ではなV・th　との場合英語音全体を一⇔のcomplex　un2t　と考

えると，one　utteranceをone　footとみることが出來る．然る時は，　one　utteranceを大

体等時に褒音せんとする傾向があることは多くの墨者によつて知られている、そこで亥の檬な

pyramidが成立することになる、

（a）／＃lr6ni＃／　　　（b）／＃日］st｛＃／　　　　　（c）／＃lb6yl＃／

　　　　　　　　　　　
　　　　／＃丘r6ntl＃／　　　　　　　　／＃｛Pξ≦tσAl｛＃1’　　　　　　　／＃｝A●b6yl＃ノ

　　　　　　　　　　　　
　　　　／＃lr6nts　l．＃／　　　　　　　／＃10’in●tAr・ist　l＃／　　　　／＃lAebfg十b6y｝＃ノ

　　　　　　　　　　　　　
　　　　／＃｝strさ0（k）θ1＃／　　ノ＃｝Ok’n．tA1’．is●tiP｝＃！　　／＃lA°v6「°i十bf9十b6y　l＃／

（（b）の場合，なるべく等時に褒晋し易くする爲に，famous／f6y・mAS／に封しinfamous／oin・

Af△・mAsノ；finite／fdy。nGyt／：infinite／＃fn。fi　gnit／；pious／p6y．As／：impious／OfmepieAs／；

　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Chr1st　／kr白yst／：Christmas　／kr《seniAs／；vine／v6yn／：vyneyard　／v｛neyArd／；zea1／z｛yl1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐへ

zealous／z61・Asノ；extreme！ikestriym／：extremity　fik・str6m・A・ti／と愛1ヒすることがある．）

　僑，如上のpyramida1な現象が生ずるのは，査は，！｝ノで園まれたsequenceの中では，各

syl！ableがnon－isochronousであることIC起因する。　この邊の事情を明らかにすると，“There

is　a　tendency　in　English　to　make　the　strong　stresses　fol正ow　each　other　as

nearly　as　possible　at　equal　intervals．　Consequently　when　there　is　a　sequence

consisting　of　a　strong　stressed　syl］able　fo正10wed　by　one　or　more　weakly　stressed

syllables，　Eng王ish　speakers　instinctively　try亡o　cram　this　sequence　into　the　same

space　of　time　as　a　single　strongly　stressed　sy11able．”　（Jones，‘℃hyonemes　and

Tonemes”，　Acta　Ligzeistica，6．2）；“An　English　sentence　is　normally　composed　of　a

number　of　more　or　less　isochronous　groups　which　2nclude　a　varlng　number　of

syllable”，　“一一・stress－groups　containing　various　numbers　of　syl正ables　tend，　everything

else　being　equal，　to　assLlm儂approximately　the　same　duration，　the　len離h　of　syllables

must　vary．．．　、：・（Classe，　Tlze　R友y沈η20f　En．alish　Pr（）se，　pp．132，101）；‘‘ln　learning　to

speak　Engiish　they　〔Latin－Americans〕　must　aban（乏on　their　sharP－cut　sy11able－by－

syllable　pronunciation　and　jam　together　　　or　lengthen　where　necessary　　　Engllsh

vowels　and　consonants　so　as　to　obtain　rhythm　units　of　the　stress－timing　type”，

“Notice　the　more　or　less　equal　lapse　of　time　between　the　stresses　in也e　sentence

The！teache7　Zs！inSeグ2sSed　碗　！似ψ怨．　some！books；compare　the　timing　o’f　that

　　　　　　　　　　　　　　　　由
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sentence　with　the　foilowing　孤e，　and　notice　the　similarity　in　that　respect

despite　the　different　number　of　syllab正e：ノBig！battles　are’foz‘ght！4α⑳．”（Pike，

Intona2So’n，　pp．35，34）等々である．債syllableの具体的な「長さ」に就ては，　Jonesの

Outli　2e．§886　ff、，及び王｛eff1ユerのGeneral　Plzonetics，　p．204ff．が詳しv・dataを提供し

てV・るから参照されたい，　要するに〈utterance　sequence＞に於てはくemphaseme＞の存在に

より，syllableの長きには著しレ・差があるとV・うことである」　そしてSyllableの藪の多少は箕

際上ある程度までは無醗されるというごとである．この蔀：はrhythm　footの構成に闘係する

ことになる．　この「長短」は箪に〈emphaseme＞によるphoneticsの1eve1に於ける〈actuali－

zation＞にすぎなv・とする解繰も可能であろうが，リズム形成のsignificantな要素とすること

が出來ると恩、う．何故かならば，footなる群化リズムの箪位が成立する爲に臨異質の（剖ち不

等間な）要素の統一・休であることが必要であるからである．筆者はこのshortな要素を／＿＿．ノ

と顯線を以て表記しlongの方を／＿＿／と棒線を以て表記する．（勿論この「短」と「長」と

の費治時は絶封値があるわけではない．　全く相封的なものである．またtemPoとも別のもの

である．）　このideaはprosodyから借りたものであるが。勿論古典詩學をそのまム移したも

のではなレ・。　叉footなる名稿でmeterを示すつもりはなV・、　たy“／1／を設けることに就

ては，あるsequenceの纏まりをつける必要があるのである．華者は，この場合／；＿tttt．　t＿＿、．．．＿1／

という基本型をつくつてみたらどうかと思うのである．從來英語のリズムは，上にも引用したよ

うに〈emphaseme＞にょるbeatが等間隔で繰返されると詮かれて來た．それに劉して別に異論

を唱えるわけではないが，footに還元した場合，それに從うならば（aジ＃1．＿＿＿＿．｛＿＿＿｛

＿＿＿1＃／か（b）／＃i＿＿＿，1＿＿＿＿，1＿＿．＿1＃／かのpatternにならざるを得ない．

然し例えば，‘‘Such　an　attempt　is　quite三nternationa1∵”という　〈utterancc＞があった場・合，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
／＃｝s、｛c十An・Atさmpt　l十〇fz十kw6yt十in。tAr・亘虎∫・nAI　l＃ノとなるとすれぱ，前のfootは

／仁＿＿1／であるが，後のは／－n泣∫・／で切ることは事蟹上不可能である．　どうしても，そ

の絡りまで一息に褒音せざるを得ない．（Michigan大學English　Language　lnstituteの

Lesso？gs　in　Pronunciation∫oγLattjn－Ameγican　Sttede｝zts，　P．150 　では CCPause　after　each

word　that　you　emphasize”と言つているのは實用的であるが，例えば，“i　was　careless，　i

should　have　thought　of　it．”ではやはりthoughtで切るわけにはV・かぬだろう．）理窟上は

／．．＿＿＿．＿＿＿．，＿ノであつても，！1／の落ちるのはLノのsyllableの直前直後とは限らな

レ・のである．　それでは，footなるものを考えすに，等間隔のbeatのみをリズムとすればよい

のではないかとの異論が出るかもしれない．然し言語の壕際を槻れば，話蒙には澱みがある．（こ
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の事は「意味」に闘係しているわけであるが，ζLでは音聾面からの事實だけを指摘してレ・るに

すぎない．）從つて．／i－『＿＿lf＋f　i＿＿．＿1／＝／1＿＿＿．．＿1／と考えておくと，凡ゆ

る場合に適用出來る．（fl＿＿＿＿．．．｛＿＿＿＿＿＿＿．I！に於てた＿1．＿．．ノは，蟹際上は連績

することのあるのは勿論である．）前遠の（a）のpattemは後の1．＿ノが「零」，（b）のpattemは

前Z）／＿．＿／が「零」で現はれる．引用の“Big’battles－・・”の例ではBigは前後が「零」とい

うことである。「零」は沈獣（pause）となることもあるが，これは賢はノ．＿ノの〈allophone＞

である．故にこれは〈juncture＞に似てヲBである．これは叉slurring乃至drawiとなつて

も〈allophone＞となる．從つて，　tBi9’battlesは／＃｝，＿122g．＿＿L．＿腔t∴垣Z1へ＾＾…へ「ノと

解欝すべきである．それによつてこそリズムのbalanceは保たれるのでなかろうか？　更に，

この基本的patternは可能な限り「雰」を排して籔現せんとすることは，第2部のsyllable

pattern／CVC／と同様であるから，こxに所謂rhythm＿ica1　stressという現象が生する・Nobe1
rK・

／nbw・b61／はNobel　Prizeでは1＃l　　n6w。b6川　　p拍yz　l＃／とv、うことになる．

（上例のbjgは軍音節で〈emphaseme＞のshiftが不可能であるから，前後がzero　formで∫＿『．．ノ

｛銃定れる．）P・lm・fがG・amns2r　of　Sd・h・n　Engiisft　（P．　185）で，恒t　th・light　6・t”

としているのを，KennedyがCurrent　E？zglish（P・301）で‘‘pift　out　the　lj　ght”としてい

るのは（小西，“リズムとアクセント”．「聯外大論叢」3・3．87－100参照）．この邊の事情を語つて

いるのではなかろうか？

　C）PitCh（lnt◎neme）　　pitchが〈syllable　sequence＞に於て，　syllable箪位に理｝ま

れる場合は，〈toneme＞であつて，英語に於て之を認めることが出來ないことは，第2部で蓮べた、

その際にprominenceという問題があつたが，これは別物であり，もしpitchを問題icするなら

ば，それは〈utterance＞の「場」に於けるintonationがoverlapしたものであるととも蓮べ

ておいた．H本語の場合は國語学者は1・xicalなものを「音鋤と稻し，　ph，aseやsent・nce

にかSるpitch　9陀本稿で取扱う〈utterance　sequence＞にかtる所謂speech　melodyを

「語調」と呼んで麗別してV・る．雨者は別種のものである．（Pike，　Tone　La7zgsca8e3．　pp．15…－

17，Intonation，　pp、24－－5参照）．實際のspeechに於て，恐らく一番重要なものは，このinto－

nationであろう．言語の機能が傳達にあるとすれぱ，　speakerとhearerとの間の現貰の「意

味」なるものは，denotationプラスconnotationであるから，　mental　attitudeの表現たる

intonat｛onは言語の生命とも言＾える，　これをphonemica王lyに取扱えるかとv、うことに就ては

最初に鰯れたので，今はその結論に從つて操作を進める、

　Intonatlonの研究のあとを概親してみると，一番普通なのは，直貴的なもので，　Rising，
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Falling，　Rising－Falling，　Falling－RisingとV・うようなものである．　SweetやRipmanの

入門書では〔ノ，’，＾，∨〕の記號で表記している．　IPAでは更にHigh　Level，　Low　Levei，

High　Faヱling，　Low　Fal正ing，　High　Rising，　Low　Risingの麗別をしてレ・る・Armstrong－

Wardは稿音譜的な表記（これはKlinghardtに負うとHandboofeのprefaceにあるが）を

試み，Falling型のTune　lとFalling　Rising型のTune　IIに，英語の基本的intonation

patternを大別した．（Copenhagen派でくm．odulation＞〔intonation〕をsens　d’inachもve－

mentのmontant，　sens　d’achさvementのdescendantに二大別してV・ることを思V・合はせ

ると興味深レ・．）JonesはOMtline（「 §1018）でこれを讃え，若干のrnodificati皿を加えて使

用している．そのやり方は周知のことであるから今更例示の必要はなV・であろう．　今一つ駅染

み深V、のはPalmerのもので，彼がEnglish　Intonationで醗いたのは，　speechをtone　group

Va分け，　Head，　Nucleus（〔a〕Falling，〔b〕High－rising，　Cc〕Falling－rising，〔d〕Low－rising）．

Taiiの3者によりpitch　sequenceの型を示したものであつた．彼はその後ANewααss顔一

c斑鋤zof　English　Tonesに於て，それをsimp1ify乃至symbolizeして，有名なCascade，

Dive，　Ski－jump，　Wave，　Snake，　Swan等の型を唱えたのである．これに就ても，詮明は蛇足

であろうから控える．

　以上何れも立派な研究成果であ脇　敦えられるところが多いことは言う迄もないのであるが，

言語それ自体の繕造的擬察については充分でな）／・憾みがある．そとで，次にくphonemics＞の立

場より，先人のやつた．ことを瞥見してみよう．先づ，例によつて，この道の先達BIOOmfield　rc

営つてみると，　彼は〈secondary　phoneme＞としてintonationを親ているわけであるが，

statement／．／，　yes－or－no　question／ξ／，　specific　interrogation／？／（Who　ran　away？），

exclamation〃，　colltinuing〃の5種を設定している（Langcaage，　pp．114－5）．　Trager－

Blochは，それに加えて，　suspension／＿／，　contrastive／i／を定立した（0％物32げ劫zg汕紘

Azα砂sお，　P．52）．樹de　Grootは英語に，　cri／！／，　assertion！．f，　interrogation／？1の3種を

認め　（“L’intonation”，　Cahieγs　Saussure，　P．19），　Karcevsky　は凡ゆる言語に，　question，

r6ponse，6nonc6，　phrase　impdrative，．　exclamationの5種を認めてV・る（“Phrase　et

Proposition”，　Melanges　van　Ginneke7i，　pp．59－60）そうである（TCLC　6．36）．

　借，これを槻てみると，これも一つのやり方とも思、うが，何れもpitch　sequenceの分類にす

ぎない（とのこと自休に意義があるとしてもである）、褒音上の問題にtouchしてないことも

〈phonemic＞であるかもしれないが，それだけに，震際の青聾面からは高別が困難である場合も

あると思はれる、加之，分類の基準が「意味」によつているのも，筆者としては惟らないし，又
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無理が件うことは既述の通りである．そこで、，もつと別な立場が取られないかと考えてみるので

ある・9Pち〈phonemics＞本來の純蒋の音聾構造からの立場である．先づ第一に，今までみて來

たものは何れもspeech　melodyとして，剖ちpitchのsequential　variation乃至contour

としてのみintonationを捉えてレ・る、　勿論それがhlt皿ationの姿ではある．　然しこれは

pitchの曲線である以上，線は顯の集まりと考えることが出來はしないか？　っまり箪位的な黙

に一雁分析することが出來なV・であろうかということである．勿詮「黙」と言つたのは壁喩的な

表現であつて，この場合はcontourの基礎となる相斐］も的pitch　leve1の謂である．そこで問題は

二つとなる．一つはpitch正eve1の設定、他はそれを復原して線に結ぶcombination　pattern

の設定である．

　先づpitch　leve1の設定であるが，　intonationを阜位的なleve1に分解することは，〈pho－

nemics＞としては極めて重要な意味を持つものである．　何となれぱ，これこそ〈segmental

phoneme＞の定立以來今までとつて來た，　structural　unitによる普聲欝造のsystematjzation

という方法論的原理が，こLに｛）質践が可能になるからである．pitch　levelは〈intoneme＞と

して，segmenta1なものとはIayerこそ異れ，＜phoneme＞となり得るからである．さて，この

pitch　leve1が鼓つあるか，とV・うことになるが，とれは第2部で〈taseme＞を定立した時と全

く同じ困難さが伴う．　蜜際上は無限の段階があり得るからである．　器械を用V・ての蜜験測定も

随分あるわけである（その大休に就てはPike，」？ztonatton〔pp．9－12〕が鰯れているから参照

されたい）、然しいつも言うように，存在するとと自佑は無意味であつて，言語というsystemの

totalityに於て機能を持つcontrastiveな相封性こそ問題なのである．（この意味で，　」φrgensen

などがpitchの測定はむしろphonecticianの仕事ではなV・かと言つている〔“Revjew：Pike’s

Analysis　of　American　Intonation”，　Lingiea，2．13〕ことに筆者は反封である⊃かくて，

significant　and　distinctive　sound　unitとしてのpitch　1evelの種類は自ら限定されて來る

のであるが，やはりこLでもdoctors　disagreeである．多レ・方から暴げてみると，先づColc－

manの9段詮がある（op．　cit．，　PP、6－－26）．　Pikeは周知の如く，①extra　high，＠h三gh，

③mid，④10wの41evelsでlnto7z」t　tionの力作を示したのであるが，“intense　precision”の

ような場合には4つでは不足だとも言つてV・る．　この場合2と3の間にintermediate　pitch

を設定すれぱ5つになろう（p・70）’Wellsは①10west，②mid，③mid　high，④highest

C‘The　Pltch　Phonemes　of　English”，　Lg　21．　27－一一39），　Haryis　も4っ（‘｛Simu1taneous

Components　in　Phonology”，　Lg　20．181－－205），　de　Grootは61ev6，　moyens　et　basの3つ

（op．　cit．，　p．26），　Sweetもpitchのkeyとしてhigh，　middle，　low（Pi’imer　of　Phonetics．
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p．71）とする。　2つとV・うのは筆者は寡聞にして知らないが，興味のあるのはJakobson（＆

Others）がPM批仇ατ£εs　to　sPeech　anαIYsiSで競V・ているbinary　precedureで，それに

よれぱ，このprosodic　featureは幾つのlevelがあつてもhighと正owの二つで割夢切れるの

である（“Review”，　Lg　29．480）．

　色々並べたが，一般的には4段階説となつてV・るととは，例えばTrager＆SmithのAn

O蛎Z切20f　E㎎低乃Stγuctttreで，“Extensive　tes£ing　of　spoken　English　rnaterial　has

convinced　us　of　the　correctness　of　the　independent　conclusions　of　Pike　and　Wells

th・t　th・re　are　f・u・pit・h　ph・…mes　in　EngZish・’》（P・41）とth　5のをみて蟻せら・培・然

し筆者も自分の到断を下してみよう．先づ・・nt一番高いものと一番低いものとは誰にでもわかる．そ

の中間が問題となるわけであるが，この場合eXtra－highとextra－lowはむしろinterjeg－

tionalなものである．　We11sはhighest　pitchはそれだけでsurpriseの〈morpheme＞だと

言つてV・る（op．　cit．，　P．35）．　Pikeも流石にこれには反封出來ぬらしい（動吻πα云ioκ，　P．170）・

然し元來くphoneme＞なるものはcolorlessなものであり，「意味」の直接の握V・手であつては

ならない筈である、　そしてこの雨極端の高低は言語以前のもの一一所謂表情言語であつて，pho－

neticsでの問題であり，system以外のものであろう．從つてこれは最初からexcludeすべき

である．そこでnommal　situationに於V・てhighと1◎wを考えて，二段説でうまくゆくかど

うかを槍討してみることが効果的である．例えば“Ihurried　bacl｛home，　but　did　not　find

the　man．”に於て，　homeにもmanにもhigh十10wカミ現はれる．然し10wの程愛はman

の場合がhomeの場合より飴程低い。その差は，然し，　manの次には必W＃ノがあるが，　home

の次にはそれがなV・場合もあるから，10wの現賓の程度の差はpesitional　allophoneであると

言えぬこともなV・．それでは“He　is　wise”の場合，　wise？（realiy　？）と訊く時と，　wise？（I

doubt）の時では，共に／＃／の前であり，共に10w十h元ghであるが，これは明らかに前者が際立

つて高いことは否めない．これは「意味」を直接に茎纏させないでも純粋に音聲面から同一環境

に於けるcontrastをなす．　從つて二段読はinvalidである．　そこでhighと1◎wの間には

±的にmidを加えてみると，前者はmid＞high，後者は正ow＞midとなつて虚理出來る．　他

の色々なcaseに當つてもこれはho1d　waterである．從つて，筆者は，　allophoneを統一し，

且つcontrastをなすであるffrの3つのpitch　phoneme　2P　S＜intoneme＞を，こsに定立する．

部ち（a）high／！，（b）mid！一／，（c）10wL／である．

　〈lntoneme＞が定立されたら，今度はそのcombinationを調べてみなけれぱならない．この

場●，pitchをsegment鰍こ分解することを試みたWells自身が述べてv・るように，　pitch　leve1
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はくphoneme＞としても，そのsequenceは〈morpheme＞ではなV・か（accidenceのそれで

なくとも，syntactica1なものとして）とレ・う懸念が生ずるが，これに就ても既に述べたので繰

返す必要はなV・であろう．そこで，その結合の＃kl　tdi調べてみると，①同位結合（LeveDと②異

位結合（Glide）になる．②は更に（a）低十高（Rising），（b）高＋低（Fal王ing），（「c）低十高十低

（Rising－Fallin9），（d）高づ一低＋高（Flalling－Rising）となる、その基本型式を圏示すれば，次

の如くである．

①Level　　　②Glide

鷲；1撫灘麟騰麟欝
更にこのcombinationをつくることになると，かなり複雑なものになるが，それは理窟であっ

て，調べてみると，非常によく現はれるpattemは大体定まつた，ものである．　次に最も普通

と魍、はれる型を禦げてみる．　との場合，pitch　sequenceを如何に表記するかに就ては，從來種

々の試みがなされ査験された結果，現在Michigan大畢English　Language　Institute式の

ものが，一番簡便で効果的であるとされている．（この緻章に就てはPikeの劫加η誠o〃，　pp．

41－3及びp．110ff．参照．）　筆者は〈rhythmeme＞の／＿．．／及びf＿／との闘係上，爾者

を折衷して吹のような表記をすることにする．

（1垣一・S♪enド

（2）ふ⊇⊇面卜’1？

　　（3）Poe§．．h．e．、－knYe．．4．－jpenci1？

（‘）亘e≡a亘・圏cH2

　　（5）Why　does　he　have　a　iPenlcil　？

　　（6）He　has　a　lpenlcil，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（7典㌦旦lpenlg嚥聖・lpe＼二

　　　　　　　　　　　　　　のロロリ　　ロ　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　（8）亘一姪一・4・一：ewenPti，．．q．・・聾1興・堕／°k・・⊇・盈コkni＼te’

（9灌・一一」pen lc；’””’
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　上に述べた例から，patternを謬めてみると，①Mid－H｛gh－Low，②Mid－High，③Mid－

Low－．High，④Mid－High－Mid，⑤Mid－High－Low－Midということになる。　このうち③と⑤

は稽特殊であるから，実用的には結局②Mid－High（＋①一Low，④一Mid）が最重要である．勿

論同じpattemでも「意蜘は一一9S一であるわけではない．とれに就ては別のlevelで考えたV・．

　向この方言の一般的特徴を附言するならば，basic　IevelはMidであつて，＜utterance＞の始まり

はこの1evelが多いようである．この事に就て，　MaloneはJonesのPronunciation　of　Eo？glisJz

（pp．87－－97）のRapid　Conversationを例にとつて，自分の米國英語と此較して，英國英語の

〈utterance＞の始まりに於けるhigh　pitchは米國英語ではないと言つている．　曰く，‘‘An

Amer三can　feels　that　the　early　appearance　of　the　first　high　is　somewhat　mechanica1，

while　his　own　high　falls　on　the　really　important　words．　Idon’t　know　how　an

Englishman　would　feel　about　it。”（“？itch　Patterns　in　English，”S云μdieSカ2　PhiZoZogy，

23．371－9）．　Allen－StephensのLiving　E匁glishでは初學者の爲にtextにintonation

markを施してV・るが，これを見ても，英國英語のintonationは，高低の差が甚だしいことがわか

る．　米國英語がMidを以て基調としていることは，その所謂「亭板調」の大きな理由である

と思はれるe英國英語の傾斜型はこの方言には珍らしいわけで，大雑把に言えぱ＿1－1＿」－1，．．「しt

の蓮績であPl，／＃／の前でLowになるかHighになるかN“，大体jonesのTune　IとII

に相當すると考えてよいようである．尤も干板と言つてもvariationがあり，／＃ノの前のHigh

にしてもLowにしてもmodificationのあることは認めなくてはならないが，これに就ては，

安倍氏・‘‘米語のイントネーシヨンに就て”（「音聾畢禽報」・8L　4－6）を参照されたレ、・

　最後に，＜intoneme＞とくemphaseme＞及び〈rhythmeme＞の闘係に就て遮べておく必要が

あろう。Pikeはrhythm　unitとintonationを一慮厄別し，　stressをintonationに全く從

罰させてv・るが，これはJφrgensenも言うように，結局はstress－groupの問題であるようで

ある．Pikeがtentative　pauseでcontourを切断しているのも不自然で作爲的であるような’

氣がする．　要するに，一般的に言えぱ，intonati◎n　gxoupはemphasis　groupなのであり

叉rhythm　groupでもあるわけである．　勿論この3つのくutterance＞に於けるsupra－seg－

mentalな要素は夫々別のものであり，叉必≠しも一致しなレ・こともあるけれども，綜合されて

highly　organized　mechanismをなし，現象面ではmore　often　than　notにoverlapして

現はれる．この意味に於て，米國英語のemphasized　syllableは，「長くて，強くて，高V・」と，

特殊な場合を除V・て，言い得る．　そしてこのことを認識することは，米國英語の褒音習得に多大

の示唆を與えるととになるであろう．
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9　しめくくり

（A）Tab！e　of　Phonemes

J・・・… 騰竃竃竃竃；鬼
・egm・n・・1 ｛ど壁§駕もiε競瞬丸一晒一ぽ托ら

　　　　　　　　　　　　　　　　　Prosodeme（Sy］lable　Sequence）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chronem、e（Length）　　　　NTil　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toneme（Pitch）　　　　Nil

　　　　　　　　　　　　　　　　　　lT・・em・（…ce）鰭，；／

S・p・a－・e・m－t・艦㌶1：灘篇鷲㌘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　：蕊ll：：：；灘轡跳ぱ言認

（B）Phonemical　Layers　of　Utterance

　Example：Every　hero　becomes　a　bore　at　last．（Emerson）

　　（1）Seg．　Phoneme／evrihirowbikAmzAborAt腕st／
　　十

　　（2）Taseme／6vrihfr△wbikXmzAb6rAt1邑st／
　　　十

　　（3）垣t．Juncture／06v・ri・hir・bw・bi・k∫mz・A．b6r・At・互£st／

　　　十

　　（4）Ext．　Juncture　1十〇6veri＋hfr・δw十bi・kKmz＋A・b6r十At・1絶t＋／

　　十
　　（5）Term．　JunctUre／＃06v°ri＋hfrめw＋bi°kKmz＋A’bδr＋At・1痴st＃／

　　　十

　　（6）Emphasemeノ＃06v・ri十h’ir・bw十bi・k云mz＋A・b6r十At●1虎st＃／

　　　十

　　（7）Rhythmeme／＃ρ6…i＋hl・・δw＋ibi・kKmz＋A・b6・＋　i・At・捷stはノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　、　’　國　’＾　t㊨吟●w　●　■”吟●L●　一”●●●●＿F．・　　　　　　　　、パ　A　ぺ　’　”、　r、　r　－　－　●　　■　■　●　■　■　■　’　」　●＿　￥　’’　”　r　、　、　、　■　■　、　、　、　＾　＾　■　　　　　　　　，　’　w　＼→　■，

　　　十

（8）’”t°neme用癬i士lfi”i「虻⊥購≧A・価＼吐旦姫＼こ1㌣

　10　あとがき　　以£で，第1部の〈segmental　phoneme＞から始めた米國中西部方言の音

聾欝造の研究は，その主要なものには一慮働れたことになる．然しまだ他にも多くの問題が残つ

ているし，論じた項目に就ても，粗雑なものが多く，つxこみ方も充分でないことは自畳してい

る．誤解や猫断も激多くあると思、う．全篇を通じて，方法論的には甚だしい逸腕や論理の飛躍

がなV・ように心掛けて來たつもりであるが，執筆の時期にズレがあり，爲に，考えが護展したり

縮少したりして，多少ながら前言を訂正しなければならない個所も出た．最も前詮を取治すもの

は最もよく向上するどもV・うが，筆者の場合は飴りあてにならないようである．街，中西部方言と
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題名をつけたが，これは特に比較的な意味に於けるdialectalな研究でなく，米國英語の代表と

して選んだものであるから，この顯もmisleadingであつたかと恐れる．　あれやどれやと考えれ

ば，我ながら情けないほど不備不浦の顯があるが，非力のを身を幾度か縄望的な歎息の中で叱陀

しつX，兎にも角にもこXまで來たことは，それ自体筆者にとつては，せめてもの慰めである、今

後にその改訂を期して，一懸こSで筆を欄かせて頂く．　　　　（t：Erフ［）

　　　　　　　　　　　附（1）　　　　纏　　目　　次

　　　　　第1部C⊥攣報」　第1號　〔1952〕，pp．99－120）

　　　　　　　Summary－…・一一一一・・…一一一・…・・…・……一一一・……　99

　　　　　　1　はしがき……◆’…………・・・……・…・・’・・・・・・……・・…・……・・…’一・・　99

　　　　　　2　構造言語學……………・…・…・…………・…・・…・……………・・…1CO

　　　　　　3　PhoneticsとPhonemics　…・・…・…・…・・……………・…・・φ・’…102

　　　　　　4　Phoneme　………………　……・・…・…・…　…・’…一……　…・・…　…・・103

　　　　　　5　米國中西部方言一・…・・…・…・…………・……・・…・…・・…・…………　106

　　　　　　6　Segmental　Phoneme…………一・…・…・一・………・…一・…107

　　　　　　　〔P輻onemic　Chart〕　・・・・・・・・・…　一一一一・・・・・・・・・・・・・・…　‥・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　107

　　　　　　　　（A）Vowe1　…………・……一・………◆…………………一・…　108

　　　　　　　　（B）Consonant　…・・……・……………・・・………・…・…・………115

　　　　　　　　　（1）Initial　・・一つ一・一・＋一・・・・・・…　一・‥・◆‥・・・・・・・・・・・・・…　’・・・・・…　’…　一・・117

　　　　　　　　　（II）Fina1　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一’・・・…　　］．18

　　　　　第2部（「學報」第2號〔1953〕，pp．45－77）

　　　　　　　Sumlma　ry・’・一・・一一’…・・…　……　…・……　…・・i…　……………’・…・…・・’　45

　　　　　　　承前のことば　……・…・……………・・…’・…………………………　45

　　　　　　7　Svllab王e　……・・…・…　4－一…………　…・・…・……………・・…………・　46
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